茅ヶ崎市の取り組み方針に基づき実施する公共施設等の放射線測定に
おける調査施設と調査期間の見直しについて 
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はじめに

　本市では、福島第一原子力発電所事故の以降、市民の皆さまの安心確保を図るため、平成２３年１１月３日に国の「『当面の福島県以外の地域における周辺より放射線量の高い箇所への対応方針』を受けた取り組み方針」（以下「市の取り組み方針」という。）を定め、これまで３回にわたり、公共施設等における空間放射線量測定を実施してまいりました。この測定の中で、市の取り組み方針に定める除染判定基準（毎時０．２３マイクロシーベルト以上）（以下「除染判定基準」という。）を超える箇所における土砂等の除去や埋設措置の除染を行いました。

　今回、今までの測定結果の概要と今後の公共施設等における空間放射線量測定の進め方について、まとめましたのでお知らせします。

１　これまでの調査結果
　　これまでの調査から、市の除染判定基準（毎時０．２３マイクロシーベルト以上）を超えた施設数を見ると、平成２３年１２月期調査では３７１施設中１５施設、平成２３年６月期調査では３７８施設中１２施設、平成２４年１２月期では３７６施設中０施設の結果となり、調査に基づく除染の効果により確実に、除染判定基準を超える施設数は減少しています。

２　市内の空間放射線量
　　市内（下町屋）の神奈川県衛生研究所に設置されている、放射線量モニタリングポストの空間放射線量は、現在では毎時０．０４から０．０５マイクロシーベルトを示し、また、神奈川県が３月に実施した、県内全域の市町村を対象とした空間放射線量測定の結果も毎時０．０２から０．１０マイクロシーベルトと除染判定基準を下回る値で継続して推移しています。

３．今後の測定の進め方
　　これまでの調査結果や市内の空間放射線量の状況を踏まえ、公共施設等における空間放射線量測定の進め方を見直します。
　　除染判定基準を超過する施設は測定を重ねるごとに減少していることから、測定対象とする施設を見直します。今後、対象とする施設は、市内に均等に所在している施設であり、かつ、雨どいや雨水側溝など放射性物質が集まりやすい箇所を多く保有することを要件として検討した結果、市立小中学校３２校において測定することとしました。
　　また、測定間隔についても、市内の空間放射線量が安定して推移していることから、これまで行っていた除染を目的とした調査である短期測定から、地理的状況による変化を調査するモニタリングへ目的を新たにし、これまでの６ヶ月ごとの測定から１年ごとの測定へ見直します。
　　今後は、この考え方に基づく調査結果や神奈川県衛生研究所の空間放射線量を注視し、放射線量の上昇など認められる場合には、改めて測定対象施設や測定間隔について見直してまいります。
